
環境政策・計画学科
滋賀県立大学｜環境科学部

「ファシリテーション」という社会の普遍的スキルを磨くキャンドルのあかりが教えてくれたこと 廃棄物は宝の山！？

舞台は世界。『現場』でこそ見える問題がある。 環境マネジメントによる、海外と日本の違い

生まれ育った街のために、自分ができること。滋賀県行政で環境の仕事をすることの誇り 企業が変わらなければ、社会は変えられない。

〒522-8533　彦根市八坂町2500
TEL: 0749-28-8200（代表）
HP: http://www.usp.ac.jp

環境政策・計画学科

在学生・卒業生が取り組んでいる

「問題」をHPでチェック！

表紙 裏表紙

“環境”で鍛えたチカラは、
社会のどこでも通用する。

環境政策・計画学科
http://depp-usp.com/
お問い合わせ E-mail: cssoffic@ses.usp.ac.jp（環境政策・計画学科控室）



問
題
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、答
え
だ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
、す
ぐ
に
答
え
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

で
も
、そ
ん
な
学
び
っ
て
楽
し
い
？

答
え
の
前
に
、誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
問
題
を
自
分
の
力
で
発
見
す
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
始
め
る
方
が
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
、

世
の
中
に
と
っ
て
も
価
値
あ
る
こ
と
だ
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

だ
か
ら
、机
に
か
じ
り
つ
く
前
に
、ま
ず
は
現
場
に
飛
び
出
す
。

そ
し
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
対
話
を
す
る
。

目
を
凝
ら
し
、耳
を
澄
ま
せ
ば
、

今
、自
分
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
が
き
っ
と
見
え
て
く
る
は
ず
。

一
言
で
は
表
し
き
れ
な
い
こ
の
学
び
を「
お
も
し
ろ
い
」と
感
じ
ら
れ
る
な
ら
、

４
年
間
で
磨
い
た
も
の
は
、必
ず
あ
な
た
の
武
器
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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環境の専門知識
を学ぶ

現場で役立つ
スキルを学ぶ

現場を実践的
に学ぶ

実際現場に立って、環境イベント
を企画・実施したり、市民の話し合
い（合意形成）の場で意見をまとめ
たりなど、実践的に学びます。

環境政策・計画学科では、基礎と
なる理論から専門的な内容まで、
広い範囲で学びます。

環境問題の現場では必須の、調査
やファシリテーションについてなど
の基礎知識を学びます。

環境政策・計画学科
学びのステップ

多
彩
な
視
角
を
持
っ
て

現
場
に
立
て
る
よ
う
に
、

幅
広
い
専
門
知
識
を
学
ぶ

環
境
問
題
と
は
、自
然
と
人
間
社
会
が
絡

み
合
っ
た
現
場
に
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
理
解
し
て
解
決
す
る
た
め

に
は
、自
然
生
態
系
の
挙
動
だ
け
で
な
く
、

人
間
社
会
の
制
度
や
仕
組
み
も
学
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
学
科
で
は
、多
彩

な
視
角
を
持
っ
て
現
場
に
立
て
る
よ
う

に
、幅
広
い
専
門
知
識
を
学
ぶ
科
目
は
も

ち
ろ
ん
、実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
科
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。自
身
で
問

題
を
見
つ
け
て
取
り
組
む
実
践
的
な
チ

カ
ラ
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、環
境
問
題
に
限
ら
ず
、卒
業

後
の
実
社
会
で
も
す
ぐ
に
応
用
で
き
る

社
会
人
基
礎
力
が
磨
か
れ
ま
す
。

4
年
間
の
学
習
の「
集
大
成
」

と
し
て
の
卒
業
研
究

自
分
で
探
し
だ
し
た
問
題
を
最
大
限
の

努
力
を
傾
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
得
ら

れ
る
最
大
の
収
穫
、そ
れ
は
自
分
の
視
点

で「
社
会
の
一
端
が
は
っ
き
り
と
見
え
る

よ
う
に
な
る
」こ
と
、１
５
０
０
日
あ
る

大
学
生
活
総
決
算
と
し
て「
自
分
が
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
る
」こ
と
で
す
。

「
環
境
で
鍛
え
た
チ
カ
ラ
は
、

社
会
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
」

市
民
や
行
政
、企
業
に
対
し
、言
わ
ば
環
境

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
立
場
で
政

策
・
計
画
を
立
案
。持
続
可
能
な
社
会
に
導

い
て
い
く
た
め
の
能
力
を
磨
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、机
上
だ
け
で
は
な
く
、ま
ち

づ
く
り
や
環
境
活
動
の
現
場
に
飛
び
込
み
、

答
え
の
前
に
問
題
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る『
生
き
た
学
び
』を
実
践
し
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
培
う「
発
想
す
る
」「
提
案
す
る
」

「
全
体
を
見
通
す
」「
物
事
を
推
進
さ
せ

る
」と
い
っ
た
力
は
、社
会
で
求
め
ら
れ

る
普
遍
的
な
ス
キ
ル
。

ど
ん
な
分
野
で
も
通
用
す
る
人
材
と
な
っ

て
、将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。 

卒業研究

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

学
生
自
ら
探
し
だ
し

た「
問
題
」を
も
と
に

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

を
決
め
ま
す
。

テ
ー
マ
に
あ
っ
た
研

究
室
で
教
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
調
査
方
法
で

研
究
を
進
め
ま
す
。

調
査
・
分
析
に
よ
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、「
問
題
解
決
」

す
る
た
め
の
糸
口
や

課
題
を
発
見
し
ま
す
。

http://depp-usp.com/about/class
授業についての詳しい情報はこちら

政策計画演習

イベント計画演習

ファシリテーション技法・演習 政策形成・施設演習
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環境政策学

国際環境資源論

環境法

廃棄物管理論

地球環境システム論

森林環境学 景観計画 など

合意形成支援技法 環境シミュレーション

GIS演習

地域調査法

環境情報演習 環境経済演習 など

社会調査実習

社会システム分析設計 地域調査法

環境マネジメント演習

など

地域環境政策論



消費者は、有機野菜を「安全、新鮮、おいしい」とイメージ
しています。しかし、そのようなイメージがあるにもかか
わらず、有機野菜の普及は一向に進みません。「なぜ売
れないのか？」そして「いくらなら売れるのか？」につい
て研究しました。

主な就職先
(株)日本環境カウンセラー・みずほ情報総研(株)・大

和ハウス工業(株)・郵便事業(株)・明治安田生命保険

(相)・日本通運(株)・(株)ゼンリン・(株)滋賀銀行・(株)大垣共立銀行・京都

中央信用金庫・岐阜信用金庫・(株)電通テック・パナソニックフードアプ

ライアンス(株)・南海電気鉄道(株)・大和リース(株)・大正富山医薬品

(株)・北陸農政局・近畿運輸局・国税専門官・滋賀県庁・滋賀県警察・兵庫

県警察・彦根市・京都市・横浜市・豊中市・京都市立小学校・青年海外協力

隊・琵琶湖環境科学研究センター・草津市議会議員 など

主な進学先大学院
滋賀県立大学・東京大学・東京工業大学

京都大学・名古屋大学・九州大学など

環境にも体にもいい有機野菜、
いくらなら買ってもらえる？

社会実験を実施

過去の卒業研究http://depp-usp.com/about/soturon
研究室や過去の卒業研究のリストはこちら

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

実際の売り場で、消費者が有機野菜をいくらなら購入
するかを調査しました。

有機野菜の値段が高いことに加え、消費者に正確な情報
が行き届いていないという問題があることがわかりまし
た。そういった問題によって、消費者が不信感を持ち購入
されていないという側面があるのです。

こ
の
学
科
は
文
系
？
理
系
？

環
境
問
題
が
あ
る
現
場
に
文
系
理
系
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
の
視
点
も
必
要
な
の
で
す
。

教
員
も
文
系
理
系
の
ど
ち
ら
の
専
門
家

も
所
属
し
て
い
ま
す
。

数
学
や
理
科
の
持
つ
理
系
的
思
考
は
大

事
で
す
し
、国
語
や
地
歴
・
公
民
の
持
つ

文
系
的
思
考
も
大
事
な
の
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
ど
ち
ら
の
知
識
も
使
え

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

授
業
以
外
で
の
課
外
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
？

全
学
の
取
り
組
み
で
す
が
、本
学
科
の
学

生
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
も
の
と

し
て「
近
江
楽
座（
お
う
み
ら
く
ざ
）」と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

学
部
学
科
を
超
え
た
学
生
が
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
地
域
に
入
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
協
働
で
お
こ
な
う
も
の
で
、大
学
が
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

本
学
科
の
学
生
で
も
、お
寺
の
残
蝋（
不
要

と
な
っ
た
蝋
燭
）か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
を
再
生
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
広
め
る
活
動
を
進
め
る
『
あ
か
り
ん

ち
ゅ
』や
、子
ど
も
が
集
ま
る
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
の
カ
フ
ェ
を
古
民
家
で
運
営
す
る

『
能
魅
会（
の
み
か
い
）』、日
本
に
在
住
す

る
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

『
バ
ン
デ
イ
ラ
・
ジ
・
オ
ウ
ロ
』な
ど
の
グ

ル
ー
プ
に
中
心
的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
地
域
に
入
り
込
む
と
得
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、是
非
地
域

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

何
か
資
格
が
取
れ
る
？

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許(

公
民)

、学
芸

員
資
格
、社
会
調
査
士
資
格
、G
I
S
学
術

士
資
格
、地
域
調
査
士
資
格
、自
然
再
生
士

補
資
格
な
ど
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

過
去
の
卒
業
生
の
進
路
は
？

ど
の
よ
う
な
職
種
に
も
間
口
は
開
か
れ
て

い
ま
す
。環
境
問
題
を
考
え
る
こ
と
で
身

に
つ
け
た
チ
カ
ラ
は
、ど
ん
な
分
野
に
も

通
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、幅
広

い
職
種
へ
の
進
路
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

Q＆A

鈴木 雅大 さん（2013年度卒業）

海抜１メートルの島国ツバル。環境問題は地球温暖化によ
り生じた海面上昇だけではありません。
狭い国土で処理しきれなくなったごみ、水質汚染。遠く離
れた異国の地の、山積みの問題へと挑みます。

開発途上国の小さな島、ツバル
増えるつづけるごみをどう管理
すればいいの？

聞き取り調査・アンケート調査
を実施

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

分別してごみを捨てない住民がいることを聞き取り調査で
把握したり、ツバルの住民にアンケート調査を行いました。

アンケートから、プラスチックごみの存在しない離島から
の移住者が特に分別できていないことを把握しました。ま
た、都市での居住年数が増えるほど、分別に適応していく
ことが分かりました。結果をもとに、ごみ収集作業の効率
化にむけた政策提案をしました。

松浦克彦 さん（2012年度卒業）

研究
その２

研究
その1

http://depp-usp.com/profこの学科の教員紹介

幅広い専門分野の教員から学べます
教員一人当たり学生の数はわずかに4名。1回生から少人数のゼミ

が始まり、教員との距離が近い学科です。

水環境管理、土木環境システム、環境影響評価

廃棄物管理論

環境法、環境政策

環境計画、環境社会システム

人文地理学、環境地理学、都市社会地理学

環境経営、森林政策・計画、資源・環境経済

環境経済学、環境政策論

環境経済学、開発経済学、社会心理学、地域経済・政策論

土木環境システム

環境社会学、地域社会学、NPO・NGO論

湖沼流域ガバナンス、水資源管理、住民参加、意思決定手法

環境・エネルギー政策、環境経済学

井手 慎司

金谷 健

上河原 献二

近藤 隆二郎

香川 雄一

高橋 卓也

林 宰司

村上 一真

和田　有朗

小野 奈々

平山 奈央子

松本 健一
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環境政策・計画学科
滋賀県立大学｜環境科学部
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